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・行政情報アプリ「ｉ広報紙」が「マチイロ」
　としてリニューアル！
・ダウンロードはこちらから
　

マチを好きになるアプリ

世界基準の授業を披露

たかはし かずや

世界基準の授業を披露

たかはし かずや

Vol.275
平成28年9月15日号
【毎月1日・15日発行】

※「ｉ広報紙」をご利用中の
場合、アップデートによって
新アプリに切り替わりますの
で、新たにダウンロードする
必要はありません。

　世界の優れた教師を選ぶ「グローバル・
ティーチャー賞」の最終候補に日本人で初
めて選ばれた高橋一也さん＝院内出身＝が、
小学生を対象とした特別授業で世界から評
価された授業を披露。高橋さんの授業はブ
ロック玩具を使うのが特徴で、柔軟な発想
やチームワークの大切さを伝えました

　世界の優れた教師を選ぶ「グローバル・
ティーチャー賞」の最終候補に日本人で初
めて選ばれた高橋一也さん＝院内出身＝が、
小学生を対象とした特別授業で世界から評
価された授業を披露。高橋さんの授業はブ
ロック玩具を使うのが特徴で、柔軟な発想
やチームワークの大切さを伝えました



　　　　　　　開催期間中は、多数の参観者の車で市内の道路が混雑することが予想されます。
　　　　　　　それぞれの会場周辺には駐車場がなく、交換会用に臨時に設置される駐車場には限りがありますので、
自家用車でのご来場はなるべく控えていただき、公共交通機関をご利用ください。
　主会場、協賛第 1 会場、協賛第 2 会場、協賛第 3 会場と臨時に設置された駐車場をつなぐシャトルバス（無料）を
運行いたしますので、ご利用ください。詳細は種苗交換会のホームページをご覧ください。
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○ところ　主会場　湯沢市総合体育館、湯沢文化会館

○と　き　10月29日㈯～11月 4 日㈮
　　　　　午前 9時～午後 4時（最終日：午前 9時～正午）

　・農産物出品展示、ＪＡ地産地消展、秋田県産米改良展、学校農園展、聖農石川理紀之助翁展

主会場周辺　湯沢市健康ドーム
　・湯沢市観光物産展、ＪＡこまち女性部食堂、農業関連参考展示

協賛第 1会場　湯沢雄勝広域交流センター
　・農業関連参考展示

協賛第 2会場　旧湯沢商工高校グラウンド

　・農業関連参考展示ほか

協賛第 4会場　羽後町文化交流施設美里音

○ところ　主会場　湯沢市総合体育館、湯沢文化会館

○と　き　10月29日㈯～11月 4 日㈮
　　　　　午前 9時～午後 4時（最終日：午前 9時～正午）

　・農産物出品展示、ＪＡ地産地消展、秋田県産米改良展、学校農園展、聖農石川理紀之助翁展

主会場周辺　湯沢市健康ドーム
　・湯沢市観光物産展、ＪＡこまち女性部食堂、農業関連参考展示

協賛第 1会場　湯沢雄勝広域交流センター
　・農業関連参考展示

協賛第 2会場　旧湯沢商工高校グラウンド
　・農業機械化ショー、ＪＡ全農あきた展、植木・苗木市、物産販売展ほか　・農業機械化ショー、ＪＡ全農あきた展、植木・苗木市、物産販売展ほか

協賛第 3会場　湯沢生涯学習センター、湯沢市役所本庁舎、
　　　　　　　雄勝郡会議事堂記念館
協賛第 3会場　湯沢生涯学習センター、湯沢市役所本庁舎、
　　　　　　　雄勝郡会議事堂記念館
　・農業関連参考展示ほか

協賛第 4会場　羽後町文化交流施設美里音

お願い

○問い合わせ　第139回秋田県種苗交換会湯沢市協賛会事務局　☎72-2315

あきた25市町村対抗駅伝ふるさとあきたラン！あきた25市町村対抗駅伝ふるさとあきたラン！あきた25市町村対抗駅伝ふるさとあきたラン！

【コーチ】 佐藤　多喜生 佐藤　薫

【監　督】 佐々木　勝之

樋口　和明

【総監督】 三浦　敬樹
みうら けいき

ひぐち かずあき

小学生男子
佐藤　隼也斗
さとう はやと

ささき かつゆき

さとう かおるさとう たきお

1 区   小学生男子   1.8 ㎞ 
2 区   小学生女子   1.8 ㎞ 
3 区   中学生男子   3.4 ㎞
4 区   中学生女子   2.2 ㎞
5 区   一 般 女 子   2.8 ㎞
6 区   一 般 壮 年   4.1 ㎞
7 区   一 般 男 子   6.6 ㎞
8 区   高校生男子   5.0 ㎞
9 区   高校生女子   3.8 ㎞ 

10月 2 日㈰午前11時　大館樹海ドームスタート‼

◎コース概要

小学生男子
加藤　秀
かとう すぐる

一般男子
進藤　英樹
しんどう ひでき

小学生女子
石川　希
いしかわ まれ

中学生男子
浮田　大助
うきた だいすけ

中学生男子
榊原　相斗
さかきばら あいと

高校生男子
三浦　涼介
みうら りょうすけ

高校生女子
佐藤　由貴
さとう ゆき

高校生女子
藤谷　有沙
ふじや ありさ

一般男子
赤平　航
あかひら こう

一般女子
佐藤　牧
さとう まき

小学生女子
田牧　愛梨華
たまき えりか

小学生女子
姉崎　りん
あねざき

中学生男子
高橋　昂太郎
たかはし こうたろう

小学生男子
山科　優斗
やましな ゆうと

中学生女子
佐々木　聖那

ささき せな

中学生女子
阿部　円海
あべ まるみ

高校生男子
冨谷　海
とみや かい

一般男子
高橋　健
たかはし たける

一般女子
丸田　彩夏
まるた あやか

一般壮年
千葉　薫
ちば かおる

一般壮年
佐藤　多喜生
さとう たきお

中学生女子
後藤　愛歩
ごとう まほ

一般壮年
加藤　英敏
かとう ひでとし

　県内全ての市町村が一堂に会し、市町村を代表する駅伝大会で、県民みんなが郷土を応援し全
県を盛り上げようと開催されている「秋田25市町村対抗駅伝ふるさとあきたラン！」。3 回目とな
る今年は、大館市を会場に行われます。
　湯沢市は昨年、市の部で第 6 位に入賞しました。今年も上位入賞を目指してトレーニングを
積んでいる選手の皆さんなどを紹介します。

10月29日㈯

10月30日㈰

10月31日㈪

11月 1 日㈫

11月 2 日㈬

11 月 3 日㈭

11 月 4 日㈮

期  日 時  間 行  事 会  場

   

オープニングセレモニー
審査発表
新穀感謝農民祭並びに開会式
農業功労者を称える会
秋田県立大学公開講座
談話会
航空自衛隊北部航空音楽隊コンサート
秋田酒米フォーラム in ゆざわ
酒 EXPO2016in 湯沢
秋田県吟行俳句大会
第74回秋田県NOSAI 大会
第60回秋田県農業委員大会
JAわくわく食農教室 2016
秋田県土地改良事業推進大会
第57回農村における健康を考える集い
秋田クボタ民謡フェスティバル
物故者追悼会
JA秋田中央会理事会
第35回秋田県産米品評会褒章授与式
褒章授与並びに閉会式

湯沢市総合体育館前広場

湯沢文化会館

湯沢グランドホテル
湯沢文化会館

湯沢文化会館

湯沢グランドホテル

湯沢文化会館
羽後町文化交流施設美里音
湯沢文化会館
羽後町文化交流施設美里音
湯沢文化会館

湯沢文化会館

最禅寺
湯沢グランドホテル

湯沢文化会館

午前 8時40分～9時
午前 9時40分～10 時
午前10時30分～午後 0時10分
午後 0時30分～       
午後 1時～3時
午前 9時30分～午後 3時
午後 2時～4時
午後 1時～4時
午後 4時～8時
午前10時～午後 3時
午前10時30分～正午
午後 1時～3時30分
午前 9時～正午
午後 1時～3時
午前 9時30分～午後 0時30分
午後 1時～3時 (予定)
午後 2時～3時
午後 4時～        
午前11時～正午
午後 1時～2時30分
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味わおう、強く長いつながりを

全国まるごとうどんエキスポ全国まるごとうどんエキスポ全国まるごとうどんエキスポ
10月1日㊏午前10時～午後6時
　　2日㊐午前10時～午後5時

◇北海道純雪うどん（北海道）
◇稲庭うどん（秋田県）
◇釜石じゃじゃ麺（岩手県）
◇白石温麺（宮城県）
◇鶴岡むぎきり（山形県）
◇ひっぱりうどん（山形県）
◇塩ホルモンうどん（茨城県）
◇水沢うどん（群馬県）
◇熊谷うどん（埼玉県）
◇村山かてうどん（東京都）
◇武蔵野うどん（東京都）
◇氷見うどん（富山県）
◇名古屋きしめん（愛知県）
◇ガマゴリうどん（愛知県）
◇伊勢うどん（三重県）
◇近江牛うどん（滋賀県）
◇大阪かすうどん（大阪府）　
◇讃岐うどん（香川県）
◇長崎五島うどん（長崎県）

ご当地うどんグランプリ
今回は3回目の開催となるイベント。来場者の投票で
参加した店舗から「ご当地うどん」のNo.1が決まります。

まるごと湯沢ミュージックストリート
音楽のまち“ゆざわ”らしく、有志による音楽ステージが
会場内に登場します。

まるごと特産市コーナー
湯沢雄勝の名産品や特産品を販売します。

うどん手打ち体験（10月1日㊏）
おいしい手打ちうどんの作り方を教えます。

湯沢市国民健康保険保健事業実施計画（データヘルス計画）

【データヘルス計画を策定しました】

○
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
で

○
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
分
か
っ
た
特
性

○
確
実
な
保
健
事
業
を
展
開

○
年
に
一
度
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
は
、
被
保
険
者
一
人
一

人
の
健
康
課
題
と
向
き
合
え
る
こ
と
か
ら
着
実

な
健
康
増
進
と
疾
病
の
予
防
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
効
果
が
現
れ
る
ま
で
は
時
間
が
か
か
り
ま
す

が
、
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
事
業
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
国
保
年
金
班
（
☎
55

　

8
1
6
4
）
へ

会場：湯沢市役所本庁舎駐車場ほか会場：湯沢市役所本庁舎駐車場ほか

○問い合わせ　全国まるごとうどんＥＸＰＯ実行委員会（☎73-6111）へ

1919今年は　　 のうど
んが参加！！

特定健診の結果やレセプトデータを
　　　　活用し、効果的な保健指導へ
特定健診の結果やレセプトデータを
　　　　活用し、効果的な保健指導へ
特定健診の結果やレセプトデータを
　　　　活用し、効果的な保健指導へ
　高齢化の急速な進展や医療の高度化などによって、医療費はますます増加しています。
　死亡原因の6割は生活習慣病といって、生活習慣の積み重ねが原因となって発症する病気（高血圧症・動脈硬化・
心筋梗塞・脳梗塞・脳卒中・肥満症、脂質異常症・糖尿病など）で、医療費に占める割合も約3分の1となっています。
　湯沢市国民健康保険では、特定健診の結果やレセプト（診療報酬明細書）データを活用することにより、被保険
者個々の抱える健康課題や地域における特性を把握し、取り組むべき対策や保健事業について定めたデータヘルス
計画（平成28年8月～29年度）を策定しました。

＝
効
果
的
な
保
健
事
業
を
可
能
に
＝

　

特
定
健
診
情
報
、
診
療
情
報
を
デ
ー
タ
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
疾
病
ご
と
の
対
象
者
、

ま
た
は
地
区
単
位
で
疾
病
の
状
況
、
健
康
課

題
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

同
じ
湯
沢
市
に
い
な
が
ら
地
域
差
の
あ
る

原
因
を
解
明
し
、
よ
り
対
象
者
を
特
定
し
た

き
め
細
や
か
で
効
果
的
な
保
健
指
導
へ
つ
な

げ
ま
す
。

＝
治
療
か
ら
予
防
へ
＝

　

病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
病
気
に

な
っ
て
も
重
症
化
し
な
い
よ
う
に
生
活
習
慣

の
改
善
を
心
掛
け
る
こ
と
で
、
健
康
寿
命
を

延
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＝
健
康
長
寿
社
会
へ
＝

　

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
は
約
十
年
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

亡
く
な
る
前
の
十
年
前
後
は
寝
た
き
り
や
、

不
健
康
な
状
態
の
方
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
市
全
域
で
の
健
康
長

寿
社
会
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

＝
医
療
費
の
上
位
を
占
め
る
疾
病
＝

　
「
高
血
圧
症
」「
統
合
失
調
症
」「
糖
尿
病
」

の
順
で
、
次
い
で
人
工
透
析
を
伴
う
「
慢
性

腎
不
全
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
慢
性
腎
不
全
」
の
約
半
数
は
「
糖
尿
病
性

腎
症
」
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
と
、
糖
尿
病

の
早
期
発
見
お
よ
び
重
症
化
予
防
へ
の
取
り

組
み
が
重
要
と
な
り
ま
す
（
表
1
）。

＝
年
齢
階
層
と
医
療
費
の
関
係
＝

　

四
十
歳
を
超
え
て
か
ら
医
療
費
が
急
増
し
、

生
活
習
慣
病
に
起
因
す
る
疾
病
も
増
加
し
は

じ
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
四
十
歳
代
か
ら
の

生
活
習
慣
の
改
善
と
予
防
対
策
に
着
目
し
た

保
健
指
導
を
実
施
し
ま
す
（
グ
ラ
フ
１
）。

＝
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
の
お
知
ら
せ
＝

　

使
用
し
て
い
る
薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

に
切
り
替
え
た
場
合
の
軽
減
額
を
お
知
ら
せ
。

＝
糖
尿
病
を
重
症
化
さ
せ
な
い
取
り
組
み
＝

　

糖
尿
病
性
腎
症
の
重
症
化
に
よ
っ
て
腎
不
全

へ
の
移
行
が
危
惧
さ
れ
る
人
を
対
象
に
、
予
防

指
導
を
実
施
。

＝
訪
問
健
康
相
談
＝

　

療
養
の
し
か
た
、
医
療
機
関
や
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
方
法
な
ど
の
相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
。

＝
日
ご
ろ
か
ら
の
健
康
づ
く
り
＝

　

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
、
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

ア
ク
ア
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
な
ど
で
、
心
と
体
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
。

＝
特
定
健
康
診
査
＝

　

対
象　

40
歳
〜
74
歳
の
人

＝
特
定
保
健
指
導
＝

　

特
定
健
康
診
査
の
結
果
、
生
活
習
慣
の
改
善

が
必
要
と
判
定
さ
れ
た
人
へ
、
保
健
師
や
管
理

栄
養
士
な
ど
の
専
門
職
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
。

1位
2位
3位
4位
5位
6位
7位
8位
9位
10位

6．8
6．5
4．8
4．4
3．4
2．9
2．6
2．4
2．4
2．3

高血圧症
統合失調症
糖尿病
慢性腎不全（透析あり）
関節疾患
大腸がん
骨折
脂質異常症
うつ病
不整脈

入院＋外来（％）

全体の医療費（入院＋外来）を
100％として計算

0

200,000

400,000

600,000

800,000

その他
生活習慣病

1,000,000

1,200,000

1,400,000

40-59歳代

0-39歳代
60-69歳代

70-74歳代

医
療
費
（
千
円
）

（グラフ1） （表1）

　8月29日、2回目の湯沢ミライ会議を市内の
カフェで開催し、まちづくりに若者と女性の
声や視点を反映するための方策などについて、
ワークショップ形式で意見交換しました。
　会議は終始リラックスした雰囲気で進めら
れ、委員からは「若者や女性の意見を吸い上
げる場が必要」、「若者と年配者のパイプ役が
いればいい」などといった意見が出されました。
　10月には、高校生を含め、市民参加型ワー
クショップを開催し、より多くの意見を聞く
予定としています。

○問い合わせ　ひびく・つながる創造課
　　　　　　　魅力創生班（☎55-8274）へ

第 2回湯沢市若者女性活躍推進会議

～湯沢ミライ会議～を開催しました

企業展（見本市・販売会）
地元企業が自慢の逸品を展示、販売します。
〔出店予定〕
秋田エプソン、光ガラス、協和精工、秋田木工、アキオ製靴

子ども遊友らんど
子ども用のアトラクション、特殊車両で遊べます。

In
秋田・湯沢

2016

秋田・湯沢



2016.09.15
7

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
対
策
課
予
防
衛
生
班
（
☎
73
2
1
2
4
）

2016.09.15
6

▼
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
国
保
年
金
班
（
☎
55
8
1
6
4
）・
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
班

市
民
健（
検
）診
の
追
加
実
施

　
市
民
健
（
検
）
診
を
追
加
実
施
し
ま
す
。

結
核
検
診
と
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
平

成
二
十
八
年
度
市
民
健
診
と
し
て
受
診
で

き
る
最
後
の
機
会
で
す
の
で
、
ま
だ
受
診

し
て
い
な
い
人
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
湯
沢
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で

特
定
健
康
診
査
未
受
診
の
人
、
各
種
が
ん

検
診
を
申
し
込
み
未
受
診
の
人
に
は
個
別

に
通
知
（
は
が
き
）
を
お
送
り
し
ま
す
。

都
合
の
悪
い
人
は
割
当
地
域
以
外
の
実
施

日
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

○
実
施
場
所
　
湯
沢
雄
勝
広
域
交
流
セ
ン

　
タ
ー

○
持
ち
物
　
市
民
健（
検
）診
受
診
票（
ピ

　
ン
ク
色
の
用
紙
）、
健
康
保
険
証
、
健

　
康
手
帳

※

受
診
票
を
紛
失
し
た
人
は
、
当
日
会
場

で
再
発
行
し
ま
す
の
で
、
個
別
通
知
（
は

が
き
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

『
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
』の

　
　
　
　
　
　
　

更
新
の
お
知
ら
せ

　
現
在
、
使
用
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
九
月
三
十
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
人
に
は
、
十
月
一
日
か
ら

使
用
す
る
新
し
い
被
保
険
者
証
を
九
月
中

旬
に
世
帯
主
宛
て
に
簡
易
書
留
郵
便
で
送

付
し
ま
す
。

　
な
お
、
有
効
期
限
の
切
れ
た
被
保
険
者

証
は
、
十
月
一
日
以
降
に
破
棄
し
て
く
だ

さ
い
。

　
保
険
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
す
る
と
き

は
、次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
入
院
中
あ
る
い
は
通
院
中
の
人

は
、
十
月
一
日
か
ら
新
し
い
被
保
険
者
証

を
必
ず
保
険
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
七
十
歳
以
上
の
人
は
、
別
途
負
担
割
合

を
表
す
証
と
し
て
「
国
民
健
康
保
険
高
齢

受
給
者
証
」を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
被
保
険
者
証
と
一
緒
に
、
保
険
医
療
機

関
な
ど
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
十
月
一
日
以
降
に
新
し
く
国
保
に
加
入

し
た
と
き
も
、入
院
・
通
院
に
か
か
わ
ら
ず
、

必
ず
被
保
険
者
証
を
保
険
医
療
機
関
な
ど

の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
長
期
に
わ
た
っ
て
通
院
し
て
い
る
人
は
、

月
の
初
め
に
必
ず
被
保
険
者
証
を
保
険
医

療
機
関
な
ど
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
③
新
し
く
国
保
に
加
入
し
た
人

　
②
七
十
歳
以
上
の
人

　
④
通
院
の
期
間
が
長
い
人

　
①
入
院
中
・
通
院
中
の
人

「日程表」

湯沢地域全域

午　後

番号札配布　正午

午　前

番号札配布　10時30分

稲川・雄勝
皆瀬地域

受付時間

実施日 対象地域

10月5日㈬

10月6日㈭

【結核・肺がん・大腸がん
検診のみ受診される人】

　
午前11時～11時30分

【特定健康診査・結核・
肺がん・大腸がん・
前立腺がん検診・肺炎
検査】
午後0時40分～3時30分

【事業所の皆さんへ】　　　　　　　　　
　この制度は、事業所の消防団活動への協力が社会貢献として広く認められると同時に、事業所の
協力を通じて、地域の消防防災力がより一層充実されることを目指しています。
　認定された事業所は、表示証を社屋に掲示することができるほか、表示証のマークを自社ホーム
ページや、パンフレットなどに使用して社会貢献活動の一環として広くＰＲすることもできます。
　現在、湯沢市では13事業所が認定を受けています。
●認定基準
　消防関係法令に重大な違反がなく、次のいずれかに該当している場合に認定されます
①従業員が消防団員として、2名以上入団している
※事業所の従業員数により異なります。
②従業員の消防団活動について積極的に配慮している
③災害時等に事業所の資機材などを消防団に提供するなどの協力を継続
　して行っている
④その他消防団活動に協力することにより、地域の消防防災体制の充実
　強化に寄与している
●申請手続き
　指定の申請用紙に必要事項を記入の上、総務課総合防災室へ提出して
　ください
※詳しくは、市のホームページをご覧ください。

　県内での「がん」への取り組みが紹介され、今後の在り方について、がん患者・家族、医療者、
支援者が一緒に語り合う場となっています。
　二人に一人が「がん」になり、三人に一人が「がん」で亡くなる時代です。「がん」と付き合い
ながら生きていくためにはどうすべきか、参加して一緒に考えてみませんか。
○と　き　　10月9日（日）午後1時～4時／午後0時30分開場
〇ところ　　メイン会場／秋田県児童会館（秋田市）
　　　　　　サブ会場／東京医科歯科大学医学部3号館（東京都文京区）
〇内　容　　第1部　がん患者・家族、医療者、支援者の取り組み紹介
　　　　　　　　　　【講師】中村正明さん（雄勝中央病院長）
　　　　　　　　　　　　　　近藤セツ子さん（湯沢市前森在住）ほか
　　　　　　第2部　シンポジウム「がん、新時代を生きる」
　　　　　　第3部　他会場との意見交換会＆アピール（厚生労働省、
　　　　　　　　　　日本医師会などへ）
〇参加費　　無料
〇参加対象　がん患者・体験者・家族、医療・福祉関係者、支援者、
　　　　　　がん医療に関心のあるかた
※市役所本庁舎前からバスが出ますので、利用されるかたは9月30日（金）まで、下記へ申し込み
ください。バス定員50人（先着順）

第12回　がん患者大集会第12回　がん患者大集会

業所の皆さんへ】　　　　　　　　　業所の皆さんへ】
の制度は、事業所の消防団活動への協力が社会貢献として広く認められると同時に、事業所の
を通じて、地域の消防防災力がより一層充実されることを目指しています。

「消防団協力事業所表示制度」を
導入しています

第12回　がん患者大集会

◯問い合わせ　総務課総合防災室（☎55－8250）へ

◯問い合わせ　健康対策課保健推進班（☎73－2124）へ

～がん患者・家族、医療者、支援者、みな一緒に生きていこう～～がん患者・家族、医療者、支援者、みな一緒に生きていこう～

　社会保険への加入や転出など、国保の資格
異動の手続きのときは、速やかに異動する人
の被保険者証と印鑑（社会保険への加入の場
合は、社会保険の被保険者証も必要）を市役所
または各総合支所に持参してください。
　世帯主の変更や住所変更などのときは、国
保に加入する世帯全員の被保険者証と印鑑を
市役所または各総合支所に持参してください。

社会保険への加入や
　　　住所変更したときは 

消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
制
度
に
つ
い
て

こ

まさ あき

こん どう

なか むら



　

九
月
三
十
日
㈮
が
納
期
限
の
市
税
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◯
国
民
健
康
保
険
税　

第
三
期

※
納
期
限
ま
で
に
納
入
が
な
い
場
合
は
、

納
期
限
後
二
十
日
以
内
に
督
促
状
を
発
送

し
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
納
税
班
（
☎
73

2
1
1
8
）
へ

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

行
っ
て
い
る
助
成
事
業
へ
の
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
助
成
は
、
住
民
の

行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化

を
図
り
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住

民
福
祉
の
向
上
に
役
立
て
る
宝
く
じ
の
社

会
貢
献
広
報
事
業
で
す
。

◯
募
集
対
象
事
業　

平
成
29
年
度
に
実
施

す
る
事
業
の
う
ち
、
国
な
ど
か
ら
の
補

助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
、
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
の
効
果
が
発
揮
で

き
る
も
の
（
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
に
直
接
必
要
な
設
備
・
備
品
の
整
備

な
ど
）

◯
助
成
額　

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
＝
百
万
円
〜
二
百
五
十
万
円
、
▽
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業
＝
対

象
事
業
費
の
5
分
の
3
以
内
（
上
限

千
五
百
万
円
）、
▽
青
少
年
健
全
育
成

助
成
事
業（
ソ
フ
ト
事
業
）＝
三
十
万
円

〜
百
万
円
、
▽
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

助
成
事
業
＝
上
限
二
百
万
円
、
▽
地
域

国
際
化
推
進
助
成
事
業
＝
上
限
二
百
万

円（
い
ず
れ
も
十
万
円
未
満
切
り
捨
て
）

◯
申
込
期
限　

10
月
14
日
㈮

※
詳
し
く
は
、
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
企

画
政
策
班
（
☎
73
2
1
1
3
）
へ

　

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
、
個
性
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
た
め
、
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
2
階
会
議
室

◯
受
講
料　

無
料

◯
内　

容　

講
話
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
を
10
月
か
ら
平
成
29
年
1
月
ま
で
6

回
実
施
予
定

◯
募
集
人
数　

5
人

◯
応
募
資
格　

市
内
在
住
者
で
ま
ち
づ
く

り
に
関
心
の
あ
る
人

◯
応
募
締
切　

9
月
30
日
㈮

◯
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の
相

談
課
市
民
協
働
班（
☎
55
8
0
3
3
）へ

◯
と　

き　

10
月
13
日
㈭
午
前
10
時

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
2
階
会
議
室

24
◯
入
札
内
容　

除
雪
機
械
売
却

　

・
除
雪
ド
ー
ザ　

9
5
0
Ｅ（
14
ｔ
級
）

1
台

　

・
除
雪
ド
ー
ザ　

9
5
0
Ｅ（
16
ｔ
級
）

1
台

◯
提
出
書
類　

入
札
参
加
申
込
書
お
よ
び

市
税
完
納
証
明
書

◯
締　

切　

9
月
29
日
㈭

◯
そ
の
他　

除
雪
機
械
お
よ
び
入
札
参
加

資
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

建
設
課
管
理
用
地
班

（
☎
73
2
1
5
5
）
へ

　
「
山
内
家
住
宅
」
は
、
町
屋
建
築
を
代

表
す
る
昭
和
初
期
の
建
物
で
、
現
在
も
同

家
が
所
有
し
、
住
宅
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
国
登
録
有
形
文
化
財
で
す
。

　

一
日
限
定
で
、
主
屋
や
内
蔵
な
ど
を
公

開
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

車
で
お
越
し
の
際
は
、奥
山
印
刷
所（
山

内
家
隣
）ま
た
は
、老
人
ホ
ー
ム
フ
ァ
ミ
ー

ユ
「
希
望
の
風
」（
山
内
家
向
か
い
）
の

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

10
月
2
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
3
時

◯
と
こ
ろ　

山
内
家
住
宅
（
吹
張
二
丁
目

1
―
4
）

◯
内　

容　

山
内
家
所
蔵
品
と
絵
ど
う
ろ

う
の
展
示（
終
日
）、
湯
乃
華
芸
妓
に
よ

る
芸
舞
妓
の
踊
り
と
写
真
撮
影
会
（
午

前
11
時
〜
正
午
、
午
後
2
時
〜
3
時
）

◯
そ
の
他　

観
光
ガ
イ
ド
・
建
築
士
会
に

よ
る
案
内
が
あ
り
ま
す
。
う
ど
ん
エ
キ

ス
ポ
会
場
付
近
か
ら
ワ
ゴ
ン
車
で
無
料

送
迎
も
し
ま
す
。
観
覧
は
無
料
で
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育

文
化
班
（
☎
73
2
1
6
3
）
へ

市
税
は
納
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

平
成
29
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2016.09.15
9

2016.09.15
8

『
ま
ち
づ
く
り

人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー
』

受
講
生
募
集

除
雪
機
械
売
却一

般
競
争
入
札

国
登
録
有
形
文
化
財

「
山
内
家
住
宅
」一
般
公
開

〜
湯
沢
に
息
づ
く
昭
和
初
期
の
町
屋
建
物
〜

　

市
民
大
学
の
受
講
生
の
ほ
か
、
ど
な
た

で
も
自
由
に
聴
講
で
き
ま
す
。

◯
と　

き　

9
月
21
日
㈬
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

◯
講　

師　

今い
ま

立だ
ち

善よ
し

子こ

さ
ん

◯
内　

容　

ひ
と
り
芝
居
と
お
話
「
明
る

く
生
き
る
こ
と
」

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
ま
た
は
、
ひ

び
く
・
つ
な
が
る
創
造
課
魅
力
創
生
班

（
☎
55
8
2
7
4
）
へ

　

10
月
3
日
㈪
か
ら
、
雄
勝
総
合
支
所
が

隣
接
す
る
「
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
」
へ
移

転
し
業
務
を
行
い
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

雄
勝
総
合
支
所
市
民

サ
ー
ビ
ス
班
（
☎
52
2
1
1
1
）
へ

　

館
内
設
備
工
事
の
た
め
、10
月
1
日
㈯
・

2
日
㈰
は
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

雄
勝
文
化
会
館
（
☎
52

2
1
1
2
）
へ

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
ど
な

た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

◯
と　

き　

9
月
25
日
㈰
午
前
5
時
30
分

〜
7
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

※
午
前
5
時
か
ら
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
前
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

◯
と　

き　

10
月
5
日
㈬
午
後
2
時
〜
5

時
10
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
翔
北
高
校

【
基
調
講
演
】

　

・
佐さ

藤と
う

貴た
か

彦ひ
こ

さ
ん
（
京
都
府
・
㈱
佐
藤

喜
代
松
商
店
代
表
取
締
役
）

【
演　

題
】

　
「
伝
統
工
芸
＋
最
新
技
術 
最
先
端
塗
料

『
Ｍ
Ｒ
漆
』〜
自
動
車
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ま
で
〜
」
ほ
か
事
例
発
表
も
あ
り
ま
す
。

◯
参
加
費　

無
料

◯
定　

員　

100
人
（
事
前
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
）

◯
申
込
締
切　

9
月
23
日
㈮

◯
申
し
込
み　

雄
勝
地
域
振
興
局
地
域
企

画
課
（
☎
73
8
1
9
1
）
へ

◯
問
い
合
わ
せ　

県
学
術
振
興
課
（
☎

0
1
8
―
8
6
0
―
1
2
6
2
）
へ

　

県
産
材
を
使
用
し
た
新
築
住
宅
や
、
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
購
入
に
、
最
大

三
十
万
円
相
当
の
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま

す
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
助
成
金
や
県
産
品
と

交
換
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

県
林
業
木
材
産
業
課

（
☎
0
1
8
―
8
6
0
―
1
9
1
5
）へ

　

こ
の
調
査
は
、
国
民
の
生
活
時
間
の
使

い
方
や
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
状
況
を
調
べ
、

暮
ら
し
や
社
会
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し

て
活
用
し
ま
す
。

　

10
月
上
旬
か
ら
中
旬
ま
で
に
、
調
査
員

が
調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
伺
い
ま
す

の
で
、
調
査
の
趣
旨
を
理
解
い
た
だ
き
、

ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

県
調
査
統
計
課
（
☎

0
1
8
―
8
6
0
―
1
2
5
8
）
へ

◯
と　

き　

9
月
21
日
㈬
午
前
9
時
50
分

〜
正
午

◯
と
こ
ろ　

共
葬
墓
地
、
金
山
神
社

◯
内　

容　

行ぎ
ょ
う

道ど
う

、
供
養
祭
、
例
大
祭
、

み
こ
し
奉
納
、
院
内
銀
山
お
ど
り
奉
納

◯
問
い
合
わ
せ　

院
内
銀
山
史
跡
保
存
顕

彰
会
江
畑
（
☎
52
2
7
4
2
）
へ

　

女
性
目
線
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
、
川
連
漆

器
の
酒
器
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

◯
と　

き　

9
月
17
日
㈯
〜
25
日
㈰
／
午

前
9
時
〜
午
後
5
時

◯
と
こ
ろ　

川
連
漆
器
伝
統
工
芸
館

◯
問
い
合
わ
せ　

観
光
・
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
課
観
光
物
産
班
岩
間
（
☎
55
8
1
8

 

0
）
ま
た
は
、
こ
ま
ち
女
酒
会
*com

　

achi.joshukai@
gm
ail.com

）
へ

男
女
共
同
参
画
出
前
講
座

市
民
大
学
一
般
教
養
講
座

健
康
ウ
ォ
ー
ク

湯
沢
城
址
コ
ー
ス

ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
あ
き
た

木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
業

〜
県
産
材
の
利
用
で
県
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
〜

平
成
28
年
度

『
社
会
生
活
基
本
調
査
』を

実
施
し
ま
す

「
雄
勝
総
合
支
所
」

移
転
の
お
知
ら
せ

「
雄
勝
文
化
会
館
・

雄
勝
図
書
館
」

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

産
学
官
交
流
プ
ラ
ザ

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

院
内
銀
山
ま
つ
り

こ
ま
ち
女
酒
会

『
酒
器
』
展
示
会

そ
の
他
の
お
知
ら
せ



　

市
民
を
対
象
に
、
法
テ
ラ
ス
（
日
本
司

法
支
援
セ
ン
タ
ー
）
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

◯
と　

き　

10
月
7
日
㈮
午
後
1
時
〜
4

時
◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
2
階
会
議
室

22
◯
相
談
内
容　

多
重
債
務
、
離
婚
、
相
続
、

労
働
、
不
動
産
、
損
害
賠
償
な
ど
民
事

事
件
全
般

◯
定　

員　

5
人
（
先
着
順
／
要
予
約
）

※
相
談
時
間
は
、
一
人
三
十
分
以
内
と
な

り
ま
す
。

◯
申
込
期
限　

10
月
5
日
㈬
（
受
け
付
け

は
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

※
無
料
法
律
相
談
を
受
け
る
に
は
資
力
基

準
が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
の
際
に
収
入

や
資
産
な
ど
を
伺
い
、
基
準
が
一
定
額
以

下
の
人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

法
テ
ラ

ス
秋
田
地
方
事
務
所
（
☎
0
5
0
―

3
3
8
3
―
5
5
5
1
）
へ

◯
と　

き　

10
月
1
日
㈯
午
前
10
時
〜
午

後
3
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
交
流
セ
ン

タ
ー
第
1
研
修
室

◯
相
談
内
容　

土
地
の
分
筆
・
合
筆
、
地

目
変
更
、
建
物
の
新
築
・
増
築
・
滅
失
登

記
、
土
地
の
境
界
に
関
す
る
こ
と
な
ど

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
土
地
家
屋
調
査

　

士
会
湯
沢
支
部
（
☎
72
4
8
8
5
）
へ

◯
と　

き　

10
月
1
日
㈯
午
前
10
時
〜
午

後
3
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
交
流
セ
ン

タ
ー

◯
内　

容　

登
記
、
相
続
、
遺
言
、
借
金
、

多
重
債
務
、
悪
質
商
法
、
売
掛
金
、
成

年
後
見
、
境
界
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
司
法
書
士
会

（
☎
0
1
8
―
8
2
4
―
0
1
8
7
）へ

　

悩
み
ご
と
、困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
り
ま
す
。

◯
と　

き　

10
月
3
日
㈪
午
前
10
時
〜
午

後
3
時

◯
と
こ
ろ　

稲
川
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◯
内　

容　

近
隣
と
の
争
い
ご
と
、
子
ど

も
や
高
齢
者
へ
の
虐
待
、い
じ
め
や
体
罰
、

借
地
借
家
の
問
題
、登
記
・
相
続
・
扶
養

な
ど
の
問
題
、
結
婚
離
婚
の
強
要
な
ど

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

秋
田
地
方
法
務
局
大
曲

支
局
（
☎
0
1
8
7
63
2
1
0
0
）
へ

◯
と　

き　

10
月
7
日
㈮
／
午
前
8
時
ま

で
湯
沢
文
化
会
館
前
に
集
合

◯
内　

容（
見
学
コ
ー
ス
）　

秋
田
魁
新
報

印
刷
セ
ン
タ
ー（
秋
田
市
）↓
秋
田
工
業

用
水
道（
秋
田
市
）

◯
参
加
料　

百
円
（
会
員
は
無
料
）

※
昼
食
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

9
月
26
日

㈪
ま
で
、
あ
き
た
エ
コ
マ
イ
ス
タ
ー
県

南
協
議
会
事
務
局
戸
嶋
（
☎
0
8
0
―

4
5
1
5
―
9
5
5
8
）
へ

　

大
き
な
夢
を
持
ち
地
元
で
頑
張
っ
て
い

る
か
た
の
お
話
を
聞
き
ま
す
。

◯
と　

き　

10
月
6
日
㈭
午
後
6
時
30
分

〜
8
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
2
階

◯
達　

人　

小こ

松ま
つ

雅ま
さ
し

さ
ん
（
フ
リ
ー
ラ
イ

タ
ー
）

◯
参
加
料　

会
員
二
百
円
、
非
会
員
五
百  

円
◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ま
ち
お
こ
し
結
っ
こ
（
☎
0
8
0
―

2
8
3
2
―
3
4
7
7
）　

へ

◯
と　

き　

10
月
11
日
㈫
午
前
8
時
45
分

〜
午
後
4
時
30
分

◯
行
き
先　

六
郷
清
水
の
郷
、
池
田
邸
ほ

か
◯
参
加
料　

二
千
円
（
資
料
、
保
険
料
、

拝
観
料
含
む
）
昼
食
は
各
自

◯
定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み　

9
月
20
日
㈫
午
前
9
時
か

ら
午
後
3
時
30
分
ま
で
、
市
役
所
本
庁

舎
1
階
市
民
ロ
ビ
ー
で
受
け
付
け
／
9

月
21
日
㈬
か
ら
9
月
23
日
㈮
ま
で
は
左

記
へ

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
観
光
ガ
イ
ド
の
会

小
嶋
（
☎
0
9
0
―

　

7
0
7
8
―
0
0
0

 

9
）
へ

法
テ
ラ
ス
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

施
設
見
学
会

市
民
バ
ス
ツ
ア
ー

〜
池
田
邸
と
六
郷

清
水
の
郷
を
訪
ね
る
〜

第
３
回
結
カ
フ
ェ

〜
菅
江
真
澄
と
巡
る

故
郷
の
今
昔
〜

特
設
人
権
相
談
所

土
地
家
屋
調
査
士無

料
相
談
会

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）
で
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
秋
募
集「
体
験
談
・

説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◯
と　

き　

10
月
16
日
㈰
午
前
10
時
〜
正

午
◯
と
こ
ろ　

に
ぎ
わ
い
交
流
館（
秋
田
市
）

◯
参
加
料　

無
料

※
体
験
談
を
聞
く
だ
け
の
人
や
、
学
生
の

参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。
詳
し
く
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
東
北
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北
（
☎

0
2
2
―
2
2
3
―
4
7
7
2
）
へ

　

参
加
さ
れ
る
か
た
は
、
羽
織
と
う
ち
わ

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◯
と　

き　

9
月
23
日
㈮
午
後
1
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

サ
ン
サ
ン
プ
ラ
ザ
（
元
お
も

ち
ゃ
の
フ
ミ
オ
）

◯
参
加
費　

無
料

◯
講　

師　

鈴す
ず

木き

は
る
み

　
　
　
　
　

斉さ
い

藤と
う

美み

保ほ

子こ

◯
曲　

名　
「
情
け
温
も
り
湯
沢
の
町
」

　
　
　
　
　
「
故
郷
湯
沢
思
い
出
巡
り
」

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
の
歌
に
合
わ
せ
て

踊
る
会
佐
藤
（
☎
0
9
0
―
6
2
5
2

―
6
6
4
6
）
へ

【
講　

師
】

•
高た
か

橋は
し　

彰あ
き
ら

さ
ん（
Ｊ
Ａ
こ
ま
ち
専
門
員
）

•
秋あ
き

山や
ま

美よ
し

展の
ぶ

さ
ん（
秋
田
県
立
大
学
教
授
）

•
津つ

田だ　

渉わ
た
る

さ
ん（
秋
田
県
立
大
学
教
授
）

•
佐さ

藤と
う

辰た
つ

彦ひ
こ

さ
ん（
国
際
特
許
事
務
所
長
）

•
白し
ら

鳥と
り

則の
り

郎お

さ
ん（
東
北
大
学
名
誉
教
授
）

◯
と　

き　

9
月
17
日
㈯
午
後
1
時
〜
4

時
30
分

◯
と
こ
ろ　

三
関
地
区
セ
ン
タ
ー

◯
参
加
費　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

講
演
会
実
行
委
員
会
代

表
柴
田
（
☎
55
8
8
5
3
）
へ

◯
と　

き　

10
月
16
日
㈰
午
前
9
時
30
分

ス
タ
ー
ト
／
8
時
45
分
開
会
式

◯
コ
ー
ス　

三
関
地
区
セ
ン
タ
ー
か
ら
元

坊
ケ
沢
小
学
校
ま
で
の
折
り
返
し
7
区

間
◯
参
加
資
格　

大
会
当
日
15
歳（
高
校
生
）

以
上
で
健
康
な
人

※
二
区
に
限
り
中
学
生
の
出
場
が
可
能
。

◯
参
加
料　

六
千
円
（
一
チ
ー
ム
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月
3
日

㈪
ま
で
、
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の

上
、
郵
送
に
て
湯
沢
市
駅
伝
競
走
大
会

事
務
局
照
井
（
〠
012
―
0033
清
水
町
五
丁

目
8
―
8
、
☎
0
9
0
―
2
8
8
7
―

2
4
4
3
）
へ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

２
０
１
６
年
度
秋
募
集

湯
沢
の
歌
に
合
わ
せ
て

踊
り
ま
し
ょ
う
!

第
50
回湯

沢
市
駅
伝
競
走
大
会

地
場
産
業
振
興
講
演
会

2016.09.15
11

2016.09.15
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　国土交通省の2016年度 「道路ふれあい月間」 推
進標語の中学生の部で、最優秀賞を受賞しました。
全国から3部門に計4,987作品が寄せられ、各部門
で最優秀賞1点、優秀賞2点が選ばれ、東北地方
からは髙橋さんが唯一入賞しました。
　髙橋さんは 「皆瀬中では、全校生徒が道路の美
化活動に取り組んでいて、これからもみんなが気
持ちよく通れるように、地域の一員として活動を
続けたいです」 と話していました。

皆瀬中学校3年 さん髙　橋　昂太郎
たか はし こう た ろう

国土交通省 「道路ふれあい月間」 推進標語

トピックスTOPICS

『道きれい  そんな所は  人きれい』

第5回副市長☆月イチトーク
　劇団わらび座女優の古関梓紀さんにスポットを
あてます。女優魂を感じてください。
◯と　き　9月29日㈭
　　　　　午後6時30分
◯ところ　市役所本庁舎1階
　　　　　市民ロビー
◯ゲスト　古関　梓紀さん
◯問い合わせ　ひびく・つながる
　創造課戦略広報班（☎55-8249）へ

こ せき あず き



菅　　 翔 琉くん

最 上　双 葉くん

佐 藤　匠 真くん

髙 橋　空 夢くん

髙 橋　梨 花ちゃん

大 野　星 希ちゃん

■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

宮　　　田

菻　　　田

野　村　３

両　　　替

飯　　　田

95

83

83

74

89

8.22

8.24

8.26

8.27

8.28

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

中　　　泊

湯　　　端

泉　　　沢

松　　　根

新　　　地

92

83

96

94

82

8.16

8.17

8.22

8.24

8.24

8月31日届け出分まで

久

本　人

一　夫

本　人

壽　雄

13
2016.09.15

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

かける

ふたば

しょうま

ひろむ

りんか

ひかり

8. 6

8.12

8.14

8.15

8.16

8.24

健一さん・美登里さん

啓さん・美奈子さん

睦元さん・愛子さん

宏和さん・裕美さん

諭史さん・佳代子さん

孝行さん・直美さん

中 野 町 １

杉沢裏第２

森　　　下

清水町第８

西新町第２

西新町第２

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

佐 藤　悠 真くん

菅 原　颯 友くん

ゆうま

そうすけ

8.22

8.23

達也さん・誠子さん

雅也さん・詩織さん

本　町　１

上　　　野

●雄勝地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

髙 𣘺　采 花ちゃん
あやか

8.16 真さん・真子さん 宮　　　内

8.13

8.14

8.15

8.18

8.20

8.20

8.20

8.21

8.22

8.22

8.23

8.26

8.28

8.31

79

89

82

93

63

86

77

88

76

59

89

93

60

90

金　池　町

深 堀 ２ 区

松並寺通り

内　　　町

松並表通り

森　　　上

元清水第３

上 ノ 宿 下

切　畑　下

外前森第２

浦　　　町

上　八　幡

杉沢裏第２

北　荒　町

一　彥

茂

トヨ子

悦　子

本　人

末　松

トキ子

忠　夫

邦　子

本　人

恵　吉

德三郎

弘　子

昌　男

柴 田　ヒ サさん

由 利 千夜子さん

金 子　定 雄さん

佐々木ハルノさん

山 本　厚 子さん

麻 生 與三郎さん

加 藤　光 さん

髙 山　セ ツさん

阿 部　勲 子さん

東海林 ミ ネさん

8月31日届け出分まで

仙 道　ミ チさん

菅　　けい子さん

阿 部　光 雄さん

佐 藤　朝 子さん

齋 藤　順 治さん

本 多 タツエさん

福 田　由 藏さん

菅　　 ミ ヨさん

佐 藤　昌 子さん

阿 部　雪 夫さん

藤 山　久 志さん

小野﨑 タ イさん

最 上　省 吾さん

和 泉　幸 一さん

信　夫

千　良

本　人

勝　郎

良　造
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人口と世帯数の動き人口と世帯数の動き
8月末現在

●人口
　 男
　 女

………
………
………

前月比

●世帯数…
前月比

47,364人
22,620人
24,744人

（－15人）

（－10人）

（－5人）

18,118世帯（＋4世帯）

近隣騒音防止
ポスター・カレンダー
デザインを募集中！

近隣騒音防止
ポスター・カレンダー
デザインを募集中！

返済に困ったら早めに相談を！

　住宅ローンや生活費、事業費補てん
のためにお金を借りたが、返済できず
何年も放置しているという相談が増え
ています。
　返済できずに何年も放置していると、
残金より利息分が上回るなど、返済額
が膨れ上がることに
なります。
　返済が滞った際は、
早めに相談しましょ
う。

■消費生活に関する相談、出前講座の依頼は…
　湯沢市消費生活センター
　市役所本庁舎１階（☎72－0874) へ
　受付時間（平日）：午前8時30分～午後5時

◆交通事故死ゼロを目指す日　9月30日

子どもと高齢者の事故防止

　これからの時期は、日暮れが早くなり、夕暮れ
時と夜間は、歩行中や運転中の危険度が増します。
歩行者の人は、反射材を付けたり、明るい色の服
を着るなどして、自分の存在を運転している人に
知らせてください。運転する人は、自動車も自転
車も早めのライト点灯を心掛けてください。

運 動 の 基　本　

①夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通
　事故防止（特に反射材用品などの着用の推進お
　よび自転車ライトの点灯の徹底）
②後部座席を含めた全ての座席シートのシートベ
　ルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
③飲酒運転の根絶
④横断歩行者の交通事故防止（特に横断歩道にお
　ける歩行者優先の徹底）

運 動 の 重　点　

■問い合わせ　
　くらしの相談課生活環境班（☎55－8069）へ

秋の全国交通安全運動（9月21日～30日）

〒100－8975　東京都千代田区霞が関1－2－2
環境省大気環境室
「近隣騒音防止ポスター･カレンダーデザイン」事務局　
Ｅメール :oto@env.go.jp  TEL:03－5521－8299 

■送付先・問い合わせ先■

http://www.env.go.jp/air/ippan/kinrin.html

※応募規定をお読みください。

１０月１４日㈮まで募集中！（消印有効）

応募方法・これまでの作品

詳しくは
Ｗｅｂで！

環境省　近隣騒音 検索
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このページは、事業所等の広告です。
広告の内容と湯沢市の業務に関係はありません。

■発行日／2016.9.15　　■発行／湯沢市
■編集・デザイン／総務部　ひびく・つながる創造課　〒012-8501 秋田県湯沢市佐竹町1番1号　（TEL0183-55-8249、FAX73-2117）
■ホームページ／http://www.city-yuzawa.jp/　　■広報へのメール／koho@city.yuzawa.ｌｇ.jp　■市長へのメール／shicho@city.yuzawa.ｌｇ.jp
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